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(1） 昭和56年10月1日 ほ う じ ょ う 第1 27号 報
 

広
 

町 の 人 口 

（昭和56年8月31日現在） 

前月比較 

男 3, 940 (+ 2 ) 

女 4,213 (+16 ) 

計 8,153 (+18 ) 

世帯数2,638 (+1 ) 

戸
老
広
戸
一
 

最
高
令
者
は
一
〇
二
歳
の
 

赤

松

キ

 ク

さ

ん

 

九
月
十
五
日
、
午
前
十
時
か
ら
町
民
 

体
育
館
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

（
七
〇
才
以
上
の
該
当
者
は
八
百
十
九
 

人
で
す
。
）
 

ま
ず
中
島
町
長
か
ら
「
よ
く
新
聞
や
 

テ
レ
ビ
で
長
寿
の
秘
け
つ
に
つ
い
て
報
 

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
寿
の
秘
け
つ
 

は
ひ
と
く
ち
で
い
え
ば
く
よ
く
よ
し
な
 

い
こ
と
ら
し
い
。
今
日
こ
こ
に
お
集
り
 

の
皆
さ
ん
も
、
来
年
も
元
気
で
こ
の
敬
 

老
会
に
出
席
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
き
 

つ
、
続
い
て
山
口
議
長
の
祝
詞
の
あ
と
 

永
末
義
雄
長
寿
会
々
長
か
ら
「
産
炭
地
 

で
財
政
の
苦
し
い
町
か
ら
私
達
の
た
め
 

に
、
こ
ん
な
に
盛
大
な
敬
老
会
の
式
典
 

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し
ま
 

す
。
」
と
、
お
礼
の
言
葉
が
の
べ
ら
れ
 

ま
し
た
。
ま
た
高
令
者
に
対
し
、
次
の
 

と
お
り
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

※
 

県
知
事
記
念
品
 

八
〇
歳
、
八
十
七
歳
（
一
七
八
人
）
 

八
十
八
歳
（
米
寿
）
 

（
七
人
）
 

八
十
九
歳
、
九
十
九
歳
（
四
〇
人
）
 

※
 

町
長
記
念
品
 

m
 

新
規
該
当
者
（
今
年
七
〇
歳
に
な
 

っ
た
人
）
…
（
七
十
五
人
）
 

②
 

夫
婦
最
高
令
者
 

弁
城
 
三
代
 

一
（
九
〇
歳
）
 

三
代
ィ
シ
（
九
十
七
歳
）
｝
草
場
 

伊
方
 

原
田
助
蔵
 

（
九
十
三
歳
）
一
 

J
ー
 

原
田
コ
ヤ
ナ
（
八
十
五
歳
）
篇
」
 

⑧
 

最
高
令
者
（
百
歳
以
上
を
除
く
）
 

弁
城
 
香
月
チ
マ
（
九
十
五
歳
）
 

迫
 

伊
方
 
宮
崎
ス
ェ
（
九
＋
四
歳
）
前
村
 

固
 

百
歳
以
上
の
高
令
者
 

弁
城
 
岡
田
サ
ス
（
一
〇
〇
歳
）
新
町
 

伊
方
 
赤
松
キ
ク
（
一
〇
二
歳
）
音
丸
 

※
 
社
会
福
祉
協
議
会
祝
金
 

八
〇
歳
以
上
 
永
野
久
雄
（
上
弁
城
）
 

友
綱
ヒ
サ
（
鶴
ケ
丘
）
 

一
〇
〇
歳
以
上
赤
松
キ
ク
（
音
丸
）
 

記
念
品
贈
呈
の
あ
と
、
郷
土
芸
能
「
 

祭
り
ば
や
し
」
の
演
奏
が
、
郷
土
芸
能
 

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
 

た。 太
鼓
と
笛
と
の
独
特
な
旋
律
は
、
あ
 

た
か
も
五
月
の
紙
園
山
笠
が
そ
こ
に
あ
 

っ
て
、
勇
壮
に
動
い
て
い
る
よ
う
な
錯
 

覚
を
起
こ
し
そ
う
で
し
た
。
 

最
後
に
、
婦
人
会
各
支
部
の
趣
向
を
 

こ
ら
し
た
す
ば
ら
し
い
舞
踊
が
、
約
一
 

時
間
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 



●つ (3） 昭和弱年10月1日 広 報 ほ う じ ょ う 第127 号 昭和56年10月1日 広 報 ほ う じ よ う よ
 

第127号 ほ
 

報
 

広
 

ー
 
児
童
生
徒
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
 

い
か
な
る
施
策
を
講
ず
る
べ
き
か
ー
 

青
少
年
問
題
協
議
会
総
会
開
催
ー
ー
 

九
月
＋
日
、
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
 

中
央
公
民
館
和
室
で
、
委
員
二
十
二
名
 

出
席
の
も
と
に
 
「
青
少
年
問
題
協
議
会
 

総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ず
入
パ
長
の
中
島
町
長
が
あ
い
さ
つ
、
 

続
い
て
方
城
中
学
校
の
柏
木
先
生
か
ら
 

「
方
城
中
学
校
の
指
導
経
過
と
現
状
報
 

告
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
今
度
新
た
に
委
員
に
な
ら
れ
た
 

三
人
（
弁
城
小
学
校
、
伊
方
小
学
校
、
 

方
城
中
学
校
の
各
P
T
A

会
長
）
へ
、
 

会
長
が
委
嘱
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
 

九
日
の
臨
時
議
会
で
、
 

H
暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議
 

口
児
童
生
徒
非
行
防
止
に
関
す
る
決
議
 

を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
 

て
、
青
少
協
と
し
て
い
か
な
る
施
策
を
 

構
ず
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
協
議
し
ま
 

し
た
。
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
が
、
意
見
の
集
約
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

＠
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
 

こ
の
三
本
柱
で
の
実
践
が
必
要
だ
。
 

＠
子
ど
も
が
ざ
折
感
に
陥
る
時
期
が
早
 

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
小
学
校
 

を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
陥
る
。
親
が
「
み
 

ん
な
い
い
成
績
を
と
ろ
う
、
い
い
学
校
 

に
行
こ
う
」
と
子
ど
も
に
押
し
つ
け
る
。
 

大
人
が
ざ
折
し
な
い
よ
う
に
し
む
け
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

＠
日
本
全
体
が
高
校
を
出
な
け
れ
ば
だ
 

め
だ
と
い
う
風
潮
が
あ
る
。
 

＠
小
さ
い
時
に
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
方
 

法
を
講
ず
る
べ
き
だ
。
 

＠
勉
強
の
問
題
が
難
解
に
な
っ
て
い
る
。
 

＠
学
校
・
家
庭
で
守
備
範
囲
を
き
め
て
 

子
ど
も
の
教
育
お
よ
び
指
導
に
あ
た
る
。
 

※
町
長
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
 

＠
公
民
分
館
（
地
域
の
）
活
動
に
つ
い
 

い
て
撤
底
し
て
指
導
し
て
ほ
し
い
。
 

＠
青
年
団
が
子
ど
も
会
に
非
常
に
貢
献
 

し
て
い
る
の
で
、
町
か
ら
委
嘱
辞
令
を
 

出
し
て
ほ
し
い
（
は
げ
み
に
な
る
と
思
 

・つ〕 
※
中
学
卒
業
者
の
就
職
に
つ
い
て
 

＠
町
内
で
便
宜
を
は
か
り
、
高
校
に
進
 

学
し
な
く
て
も
就
職
可
能
だ
と
い
う
こ
 

読
書
の
秋
 

一 

ー
町
立
図
書
館
だ
よ
り
ー
 

一 

燈
火
親
し
む
読
書
の
秋
と
な
り
ま
し
 

た
。
当
館
で
は
大
人
向
け
の
趣
味
娯
楽
、
 

教
養
書
、
又
児
童
向
け
の
趣
味
娯
楽
、
 

学
習
参
考
書
等
、
千
数
百
冊
を
新
に
受
 

入
れ
皆
様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
居
 

ま
す
。
図
書
館
に
て
見
ら
れ
る
だ
け
で
 

な
く
「
読
書
ク
ラ
ブ
」
 
に
加
入
の
上
一
一
 

冊
ま
で
家
庭
に
お
持
帰
り
に
な
っ
て
読
 

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

図
書
館
は
中
央
公
民
館
内
に
あ
り
ま
 

す
か
ら
、
ど
う
か
お
気
軽
に
ど
し
ど
し
 

御
利
用
下
さ
い
。
左
に
最
近
受
入
図
書
 

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

黒
壁
、
黒
い
穿
（
水
上
勉
）
釣
人
物
語
 

（
林
房
雄
）
闇
の
女
王
（
半
村
良
）
終
 

着
駅
の
女
（
黒
岩
重
吾
）
敦
煙
の
旅
（
 

陳
舜
臣
）
牧
神
の
午
後
（
北
杜
夫
）
野
 

わ
け
（
渡
辺
淳
一
）
晩
秋
（
丹
羽
文
雄
）
 

幻
の
女
（
田
中
小
実
昌
）
閏
閥
（
夏
樹
 

静
子
）
初
め
て
の
旅
（
曽
野
綾
子
）
精
 

神
分
析
殺
人
事
件
（
森
村
誠
一
）
続
常
 

識
の
う
そ
（
石
垣
純
二
）
彼
方
の
水
音
 

（
高
橋
た
か
子
）
夜
の
戦
士
（
池
波
正
 

太
郎
）
山
本
周
五
郎
強
豪
小
説
集
、
わ
 

が
青
春
の
文
学
と
性
の
遍
歴
（
池
田
万
 

と
を
知
ら
せ
希
望
を
与
え
て
ほ
し
い
。
 

意
見
が
出
そ
ろ
っ
た
午
後
四
時
、
中
 

島
会
長
は
 
「
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ご
 

意
見
を
参
し
ゃ
く
整
理
し
て
、
今
後
の
 

対
策
を
講
じ
た
い
」
 
と
述
べ
閉
会
し
ま
 

し
た
。
 

寿
夫
）
花
情
（
瀬
戸
内
晴
美
）
棲
息
分
一
 

布
（
松
本
清
張
）
輪
環
（
瀬
戸
内
晴
美
）
」
 

親
子
読
書
相
談
室
（
代
田
昇
編
）
家
紋
一
 

樋
口
清
之
臨
修
）
ふ
た
つ
の
日
本
（
」
 

佐
伯
彰
一
外
）
空
海
の
軌
跡
（
佐
和
隆
」
 

研
）
三
六
五
日
誕
生
日
占
い
（
宇
佐
見
』
 

斉
）
字
形
字
星
に
よ
る
名
前
の
つ
け
方
』
 

（
佐
藤
六
龍
）
悪
人
親
鳶
（
寺
尾
五
郎
）
』
 

襲
叩
に
立
ち
向
え
（
鶴
巻
敏
夫
）
愛
情
一
 

未
来
学
（
桐
島
洋
子
）
円
芸
大
百
科
辞
」
 

典
（
講
談
社
）
日
本
の
文
化
地
理
（
講
」
 

談
社
編
全
十
八
冊
）
日
本
女
性
の
歴
史
』
 

（
暁
教
育
社
全
十
五
冊
）
日
本
の
民
話
一
 

曾
ょ
う
せ
い
社
全
十
二
冊
）
世
界
伝
」
 

記
全
集
（
ぎ
ょ
う
せ
い
社
全
五
十
冊
）
 

一 

世
界
の
民
俗
と
生
活
（
ぎ
ょ
う
せ
い
社
一
 

全
十
冊
）
日
本
の
伝
説
（
教
育
図
書
書
一
 

出
版
全
十
四
冊
）
世
界
の
伝
説
（
ぎ
ょ
」
 

う
せ
い
社
全
十
冊
）
昭
和
万
葉
集
（
講
 

談
社
全
二
十
一
冊
）
画
報
日
本
近
代
の
 

歴
史
（
三
省
堂
全
十
三
冊
）
日
本
国
語
 

大
辞
典
（
小
学
館
全
二
十
冊
）
 

児
童
も
の
、
こ
ど
も
図
書
館
・
と
ん
ま
一
 

の
お
じ
さ
ん
外
十
七
冊
、
ノ
ン
ビ
リ
水
 

族
館
、
金
毛
の
大
ぐ
ま
、
ニ
ル
ス
の
ふ
ー
 

し
ぎ
な
旅
、
泣
き
む
し
笑
い
む
し
、
里
 

見
八
犬
伝
、
ま
ほ
う
の
チ
ョ
ー
ク
、
青
 

い
海
の
歌
、
雨
の
動
物
園
、
梅
上
ァ
ル
 

プ
ス
、
木
曽
の
柚
う
た
、
雨
っ
こ
雲
の
 

ぼ
う
け
ん
、
や
ま
た
い
国
と
ひ
み
こ
、
 

植
物
、
昆
虫
等
の
図
鑑
（
全
十
三
冊
）
 

一 

等o 

一 

八
フ
【
王
、
り
l
、」】主」r
右
子
【
百
」
」
ノ
、
さ
」
世
り
、
よ
、
打
】
ベ
ノ
f

、
j

【r
! 

仕
事
を
忘
れ
、
長
考
楽
し
む
 

…
第
二
十
四
回
囲
碁
大
会
・
・
・
 

九
月
六
日
、
午
前
十
時
か
ら
中
央
公
 

民
館
で
、
囲
碁
フ
ァ
ン
三
十
名
が
参
加
 

し
て
、
第
二
十
四
回
町
民
囲
碁
大
会
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
囲
碁
を
通
じ
て
親
ぼ
く
 

を
深
め
よ
う
と
十
二
年
前
に
始
め
た
も
 

の
で
、
年
二
回
春
、
秋
に
開
い
て
き
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
の
大
会
で
は
中
島
町
長
（
一
一
 

段
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
A

パ
ー
ト
 

（
有
段
者
）
B

パ
ー
ト
（
無
段
者
）
に
 

分
か
れ
、
持
ち
時
間
一
時
間
半
の
日
本
 

棋
院
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
熱
戦
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
が
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

（
敬
称
略
）
 

A
級
 

優
 
勝
 

準
優
勝
 

B 
五 四 三 準 優 級 五 四 三 

優 
位 位 位 勝 勝 位 位 位 

牛
島
 

義
博
 

伊
野
 
久
登
 

高
崎
 

里
治
 

山
崎
 
菊
一
 

藤
島
 

隆
一
 

中
山
 
利
見
 

久
常
 
義
文
 

仲
島
 
憲
彦
 

中
村
 

広
 

原
田
 鶴

 漸
 瞬

 

イ
ノ
シ
シ
退
治
も
行
な
い
ま
す
 

長
浦
、
広
谷
、
上
弁
城
地
区
 

方
城
町
で
は
、
育
林
事
業
の
進
展
に
 

な
い
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
 

よ
り
山
も
深
く
な
り
、
こ
こ
数
年
イ
ノ
 

す。 

シ
シ
が
生
息
し
始
め
、
昨
年
か
ら
頭
数
 

も
増
加
し
、
農
作
物
に
多
く
の
被
害
を
 

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
 

駆
除
の
目
的
で
イ
ノ
シ
シ
退
治
を
県
に
 

申
請
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
月
三
十
 

一
日
ま
で
、
捕
獲
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
 

の
で
早
速
方
城
町
猟
友
会
に
依
頼
、
九
 

月
二
十
四
日
、
方
城
町
役
場
で
猟
友
会
 

（
十
二
名
）
が
イ
ノ
シ
シ
狩
り
に
つ
い
 

て
の
細
部
に
つ
い
て
う
ち
あ
わ
せ
を
行
 

Q
畑
獲
期
間
…
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
 

月
三
十
一
日
ま
で
 

＠
捕
獲
曜
日
…
一
週
間
の
う
ち
次
の
曜
 

日
に
行
な
う
。
 

（
木
曜
、
金
曜
、
日
 

曜
）
た
だ
し
県
下
い
っ
せ
い
駆
除
日
 

は
次
の
と
お
り
、
九
月
二
十
五
日
、
 

十
月
九
日
、
十
月
十
六
日
 

＠
捕
獲
時
間
…
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
 

⑨
捕
獲
場
所
…
長
浦
、
広
谷
、
上
弁
城
 

以
上
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す
の
で
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

な
お
、
香
春
町
、
添
田
町
、
赤
村
も
 

イ
ノ
シ
シ
狩
り
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

動
物
辞
典
よ
り
 

イ
ノ
シ
シ
 

肩
脚
迄
の
高
さ
八
四
〇
ミ
リ
内
外
あ
 

り
、
重
量
七
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
ず
 

毛
色
は
黒
色
に
し
て
黒
褐
色
の
剛
毛
を
 

混
生
し
、
老
成
し
た
る
も
の
は
背
面
に
 

白
毛
を
混
ず
る
、
頭
骨
は
挟
長
に
て
鼻
 

骨
極
め
て
長
し
、
犬
歯
は
牡
は
大
牙
を
 

牝
は
小
牙
を
有
す
、
牡
は
常
に
牝
よ
り
 

も
大
形
な
り
、
此
の
動
物
は
昼
間
は
山
 

林
中
に
潜
伏
し
、
夜
は
出
で
て
吻
端
を
 

以
て
地
面
を
堀
り
、
野
ね
ず
み
類
、
さ
 

わ
が
に
等
の
小
動
物
並
び
に
か
し
類
の
 

一
 

1
0
 

月
QU
い
唾
 

一日 

法
の
日
、
労
働
衛
生
週
間
、
赤
 

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
、
乳
児
検
 

診
 

四
日
 

方
城
中
学
校
運
動
会
 

社
会
人
軟
式
野
球
大
会
 

五
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・
・
・
 

第
一
、
第
二
保
育
所
 

六
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・
・
・
 

第
三
、
ぎ
ん
な
ん
保
育
所
 

七
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・
・
・
 

十 八 
日 日 

中
央
、
す
ず
ら
ん
保
育
所
 

同
石
、
弁
城
小
学
校
 

体
育
の
日
、
目
の
愛
護
デ
ー
 

町
立
保
育
所
合
同
運
動
会
（
町
民
 

グ
ラ
ン
ド
）
 

十
二
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

方
城
中
学
校
 

十
三
日
 

同
石
、
伊
方
小
学
校
 

十
四
日
 

同
石
、
伊
方
小
学
校
 

十
五
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

町
民
体
育
館
 

十
九
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

役
場
前
、
研
修
所
 

二
十
日
、
住
民
検
診
お
よ
び
移
動
診
療
 

研
修
所
（
血
圧
、
検
尿
、
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
 

二
十
二
日
 

同
石
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
 

影
（
詳
細
は
別
途
通
知
）
 

二
十
三
日
 

同
石
、
中
古
門
隣
保
館
 

（
血
圧
、
検
尿
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
 

間
接
撮
影
）
 

お

め

で

と

う

ノ

 

県
知
事
表
彰
受
賞
、
中
山
英
雄
さ
ん
 

九
月
十
八
日
、
福
岡
市
電
気
ビ
ル
で
 

福
岡
県
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
が
、
弁
城
浄
満
寺
の
中
山
英
雄
さ
 

ん
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
老
人
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
 

た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
受
賞
は
方
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
 

合
会
に
と
り
ま
し
て
、
本
当
に
う
れ
し
 

い
こ
と
で
す
。
今
後
と
も
福
祉
向
上
の
 

た
め
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
々
長
 

永
末
義
雄
 

町

民

運

動

会

 

昨
日
ま
で
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
晴
 

れ
あ
が
っ
た
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
 

と
に
、
第
十
三
回
町
民
運
動
会
が
は
な
 

ば
な
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ど
の
競
 

技
に
も
熱
と
力
が
み
な
ぎ
り
、
青
春
が
 

躍
動
す
る
。
 

力
走
、
ま
た
力
走
、
い
だ
て
ん
の
如
 

く
、
或
い
は
カ
モ
シ
カ
の
如
く
、
正
に
 

美
の
祭
典
で
あ
る
。
 

一
し
、
仮
勲
割
加
牛
、
に
 

玉
入
れ
の
紅
白
の
玉
が
青
空
に
乱
舞
 

し、 

仮
装
大
会
の
赤
牛
、
 
黒
牛
の
茶
目
 

種
子
、
甘
藷
、
豆
類
等
を
好
み
食
う
、
 

交
尾
期
は
一
月
頃
に
し
て
、
約
四
ケ
月
 

の
後
（
四
、
五
月
頃
）
四
ー
六
頭
の
仔
 

を
分
娩
す
。
幼
期
は
体
に
縦
線
あ
り
、
 

本
種
は
本
州
、
四
国
お
よ
び
九
州
に
産
 

し
、
り
ゅ
う
き
ゅ
う
イ
ノ
シ
シ
、
た
い
 

わ
ん
い
の
し
し
等
あ
り
、
肉
は
最
良
な
 

h
も
 

っ
け
ぶ
り
に
爆
笑
が
湧
き
、
俵
は
こ
び
 

の
力
自
慢
に
思
わ
ず
息
を
の
む
。
 

町
長
さ
ん
も
身
を
の
り
出
し
て
惜
し
 

み
な
い
声
援
と
拍
手
を
送
る
。
こ
う
し
 

た
町
民
の
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
 

一
致
団
結
し
て
の
奮
闘
ぶ
り
に
、
明
日
 

の
た
く
ま
し
く
躍
進
す
る
方
城
町
の
姿
 

を
見
る
思
い
が
し
た
。
 

玉
入
れ
を
 

(H
生
記
）
 

競
ふ
人
等
に
 

天
高
し
 

（
西
山
ひ
さ
し
）
 

体
育
祭
 
終
へ
て
酌
み
交
ふ
 

反
省
 

会
 

（
鈴
木
秋
風
子
）
 

仮
装
し
て
 
体
育
祭
の
 

出
番
待
つ
 

天
高
し
 

運
動
会
 

秋
風
の
 

（
久
米
千
代
子
〕
 

常
会
対
抗
リ
レ
ー
湧
く
 

（林 

い
し
の
）
 

少
年
の
日
の
な
つ
か
し
き
 

（
桜
ん
坊
）
 

乗
せ
く
る
体
育
祭
の
楽
 

? 

（
桑
野
園
女
）
 

)
 

じ
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報
 

広
 

春
の
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
 

優
勝
し
た
久
六
常
会
が
 

ま
た
も
優
勝
 

第
十
三
回
町
民
運
動
会
 

前
日
の
雨
天
が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
 

に
晴
れ
わ
た
っ
た
九
月
二
十
日
、
第
十
 

三
回
町
民
運
動
会
が
二
十
六
常
会
参
加
 

の
も
と
に
方
城
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
午
前
 

八
時
三
〇
分
か
ら
開
催
さ
れ
、
 
一
昨
年
 

優
勝
、
昨
年
三
位
と
、
好
成
績
を
残
し
 

て
い
る
久
六
常
会
が
、
優
勝
旗
を
手
中
 

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
ま
ず
優
勝
旗
の
返
還
を
昨
 

年
優
勝
し
た
上
弁
城
常
会
が
行
い
、
続
 

い
て
大
会
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
 

審
判
長
か
ら
競
技
上
の
注
意
事
項
に
つ
 

い
て
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
競
技
が
開
 

始
さ
れ
ま
し
た
。
 

息
づ
ま
る
熱
戦
が
次
々
と
展
開
さ
れ
 

ま
し
た
。
午
後
仮
装
大
会
で
は
、
出
場
 

し
た
各
常
会
と
も
趣
向
を
こ
ら
し
た
す
 

ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
参
加
 

常
会
が
五
常
会
と
は
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
 

気
が
し
ま
し
た
。
 

選
手
の
選
出
方
法
も
各
常
会
と
も
た
 

い
へ
ん
苦
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

「
勝
負
に
勝
つ
た
め
だ
け
の
選
手
の
選
 

出
、
勝
負
を
度
外
視
し
て
常
会
員
を
全
 

員
出
て
も
ら
う
」
、
こ
の
二
通
り
の
選
 

出
方
法
と
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
常
会
 

員
（
重
複
し
な
く
て
）
に
出
場
し
て
も
 

ら
い
競
技
に
は
勝
ち
た
い
、
競
技
を
と
 

お
し
て
常
会
員
の
親
ぼ
く
を
は
か
り
た
 

い
と
い
う
考
え
方
で
、
選
出
し
て
い
る
 

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

社
会
機
構
の
都
市
化
が
地
方
ま
で
波
 

及
し
て
、
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
が
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
近
隣
社
会
）
づ
く
り
に
 

つ
い
て
、
県
に
お
い
て
も
モ
デ
ル
市
町
 

村
を
定
め
、
研
究
、
指
導
に
取
り
組
ん
 

で
お
り
ま
す
が
、
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
 

る
町
民
運
動
会
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
 

り
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

☆
 
常
会
総
合
 

優
 
勝
 

久
六
常
会
 

準
優
勝
 

宝
珠
常
会
 

三
 

位
 

迫
 
常
会
 

☆
 
青
年
リ
レ
ー
決
勝
 

優
 
勝
 

準
優
勝
 

三
 

位
 

湧
測
団
地
常
会
 

久
六
常
会
 

後
谷
常
会
 

☆
 
子
ど
も
対
抗
リ
レ
ー
決
勝
 

優
 
勝
 

西
古
門
常
会
 

準
優
勝
 

東
古
門
常
会
 

三
 

位
 

犬
星
常
会
 

☆
 
職
域
団
体
対
抗
リ
レ
ー
 

優
 
勝
 

方
城
町
職
労
 

準
優
勝
 

池
永
建
設
 

三
 

位
 

中
山
建
設
 

太
公
望
 

こ
の
魚
な
か
な
か
 

‘
 

っ
れ
な
い
ナ
ー
 

百
足
競
争
 
五
人
の
息
を
合
 

わ
せ
る
の
は
む
づ
か
し
い
 

'
 

▲
一
一
人
三
脚
 

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
わ
な
い
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中

古

門

 

長
 

浦
 

新
 

町
 

西

古

門

 

迫
 

前
 

村
 

犬
 

星
 

宝
 

珠
 

大
 

黒
 

広
 

谷
 

春
 

田
 

職

員

区

 

涌
騒
、
）
団
地
 

萩
 

原
 

上

弁

城

 

丸
 

山
 

東
 

区
 

山

ノ

手

 

野
 

添
 

東

古

門

 

後
 

谷
 

久
 

」ハ 

浄

万

寺

 

鶴

ケ

丘

 

見
 

」ハ
 

八

幡

町

 
青 年 リ レ ー 4 7 2 7 4 6 5 3 4 7 2 7 2 3 6 4 5 5 3 6 6 5 3 1 

子ども対抗リレー 4 2 7 7 4 5 7 6 6 2 5 2 6 2 1 3 3 5 7 4 6 4 3 3 5 

一一 心 同 体 4 5 3 2 6 1 2 4 6 7 6 1 5 2 7 3 7 4 3 4 6 5 7 3 2 5 

輪 投 げ 6 1 2 5 7 7 4 5 3 4 5 2 3 6 5 1 7 4 7 2 6 6 2 4 3 3 

百 足 競 争 7 7 4 5 2 5 4 5 3 4 2 4 6 6 6 3 7 2 5 6 7 3 2 1 3 

220 才 リ レ ー 6 3 2 2 7 4 6 5 3 1 2 4 4 2 6 7 6 5 7 1 4 3 5 5 3 7 

中 間 得 点 31 18 25 23 33 26 29 30 21 21 29 25 24 29 24 30 28 29 22 32 33 26 20 12 24 

俵 は こ び 7 1 3 4 4 1 3 7 5 6 4 3 5 6 6 7 2 2 7 2 5 5 4 3 2 6 

一 輪 二 脚 4 4 5 3 6 3 1 7 3 7 5 6 2 5 7 2 5 2 4 4 3 7 1 6 6 2 

常会対抗リ レー 5 2 4 4 6 3 7 6 4 2 7 1 3 2 2 1 5 3 7 3 6 5 5 4 7 6 

合 計 得 点 47 25 37 34 49 33 40 50 33 36 45 21 35 37 44 34 42 35 47 31 46 50 36 33 27 38 

順 位 5 25 12 19 3 20 10 2 21 14 7 26 16 13 8 18 9 16 4 23 6 1 15 22 24 

さ「《
JI
・I
し
q
I
ノ
料
凶
、
ー
コ
目
『
‘
・
し
 

ョ
た
ロ
力
q
‘
ぬ
、
・
し
任
‘
(
．
く
し
‘
名
．
 

方
城
町
写
真
ク
ラ
ブ
 

ハ
八
月
例
会
V
 

（
カ
ラ
ー
）
 

一
席
 

松
井
清
司
「
お
き
ざ
り
」
 

一一席 

光
井
英
一
「
手
塚
さ
と
み
」
 

以
L
 

今
月
の
優
秀
作
品
 

「
ペ
ン
ギ
ン
」
 

カ
ラ
ー
 

ー
七
四
点
 

白
黒
 

十
一
一
点
 

参
加
者
 
十
名
 

△
九
月
例
会
V
 

（
カ
ラ
ー
）
 

一
席
 

松
井
清
司
 

「
ダ
ィ
ビ
ン
グ
」
 

一一席 

斉
藤
信
夫
 

「
サ
ギ
」
 

三
席
 

光
井
英
一
 

「
湖
畔
」
 

四
席
 
秋
野
三
男
 

「
娘
」
 

五
席
 

中
山
勝
信
 

「
漁
l
 

六
席
 

田
丸
 

久
 

「
女
」
 

以
E
 

カ
ラ
ー
 

二
〇
一
点
 

白
黒
 

二
十
四
点
 

参
加
者
 

十
二
名
 

白
黒
 作

 

斉
 
藤
 
信
 
夫
 

構
図
が
非
常
に
良
く
、
ペ
ン
ギ
ン
の
一
人
ぼ
っ
ち
の
状
態
が
良
く
表
現
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
少
し
焼
き
が
こ
い
す
ぎ
る
為
に
、
画
面
全
体
に
清
潔
さ
が
感
 

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
焼
き
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
潔
さ
が
 

表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

評
（
早
谷
）
 

ー
第
十
一
回
文
化
祭
日
程
決
ま
る
 

作
品
の
出
品
は
十
月
十
五
日
ま
で
に
ー
 

第
十
一
回
方
城
町
文
化
祭
を
、
十
一
 

陶
 

芸
 

財
津
政
義
 

月
七
日
、
八
日
に
開
催
し
ま
す
。
文
化
 

（
電
話
 

二
 

二
一
一
一
）
 

祭
実
行
委
員
会
（
長
川
昭
英
会
長
）
で
 

老
人
陶
芸
 

杉
原
安
男
 

は
、
次
の
と
お
り
作
品
の
出
品
や
催
し
 

（
電
話
 

二
 

〇
二
三

三
） 

の
受
け
付
け
を
致
し
ま
す
の
で
、
希
望
 

盆
 

栽
 

砥
綿
昭
治
 

者
は
十
月
十
五
日
ま
で
に
左
記
の
運
営
 

（
電
話
 

二
 

四
三
〇
〇
）
 

委
員
、
ま
た
は
事
務
局
（
中
央
公
民
館
、
手
 

芸
 

伊
野
小
夜
子
 

電
話
口
 
四
三
〇
〇
）
に
参
加
申
し
込
 

（
電
話
 

二
 

〇
七
二
一
）
 

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

生
 

花
 

久
富
慶
太
郎
 

子
ど
も
書
道
 

山
崎
菊
一
 

（
電
話
 

一一
 

一
六

1
三
） 

（
電
話
 

二
・
四
三
七
三
）
 

茶
道
（
裏
千
家
）
 

長
尾
冴
子
 

一
般
書
道
 

財
津
富
子
 

（
電
話
 

二
 

〇
七
四
〇
）
 

（
電
話
 

二
・
二
一
一
一
）
 

写
 

真
 

中
山
勝
信
 

f 

し
尿
く
み
取
り
料
が
 

改
訂
さ
れ
ま
し
た
 

◇
 
廃
棄
物
処
理
（
し
尿
く
み
取
り
）
 

に
つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
皆
様
が
た
の
 

ご
協
力
と
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
 

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
一
月
に
郡
内
 

の
し
尿
く
み
取
り
業
者
か
ら
、
燃
料
を
 

は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の
高
騰
の
た
め
 

組
合
の
企
業
努
力
の
み
で
は
限
界
に
達
 

し
、
収
集
料
金
の
改
訂
を
し
て
ほ
し
い
 

旨
、
町
当
局
並
び
に
議
会
に
陳
情
書
が
 

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
 

町
と
し
て
は
、
公
共
料
金
の
引
き
 

上
げ
は
、
町
民
の
皆
様
が
た
に
出
来
る
 

だ
け
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
関
係
機
関
 

と
密
接
な
連
け
い
を
と
り
な
が
ら
、
協
 

議
を
続
け
て
来
ま
し
た
。
 

郡
内
の
町
村
は
同
一
歩
調
で
業
者
組
 

合
に
対
し
、
精
力
的
に
折
衝
説
得
に
努
 

め
る
と
と
も
に
、
組
合
か
ら
の
要
求
内
 

容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
村
担
当
課
長
 

会
、
更
に
は
町
村
長
会
で
再
三
に
わ
た
 

り
協
議
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

◇
 

そ
の
結
果
、
料
金
の
若
干
の
引
き
 

上
げ
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
、
九
月
 

（
電
話
 

二
 

三
〇
九
〇
）
 

謡
 

曲
 

水
末
文
昭
 

（
電
話
 

二
 

三
〇
九
六
）
 

詩
 

吟
 

仲
村
直
行
 

（
電
話
 

一一
 

四
ー
ハ
三
六
）
 

カ
ラ
オ
ケ
 

奈
木
野
克
富
 

（
電
話
 

一一
 

一
〇
九
〇
）
 

中
村
勝
彦
（
電
 

話
 

二
 

一 
一
〇
四
）
 

日
本
舞
踊
 

西
原
ロ
ユ
ミ
子
 

（
電
話
 

二
 

一
八
六
一
）
 

民
 

踊
 

原
田
ト
キ
子
 

（
電
話
 

二
 

一
七
四
六
）
 

う
た
う
民
謡
 

田
沖
ィ
ッ
子
 

（
電
話
 

二
 

一
〇
九
五
）
 

俳
 

句
 

鈴
木
正
義
 

（
電
話
 

二
 

〇
二
六
四
）
 

そ
の
他
 

中
央
公
民
館
 

（
電
話
 
二
 
四
三
〇
〇
）
（
敬
称
略
）
 

の
臨
時
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。
 

議
会
も
慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
 

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
尿
料
金
 

単
位
 

現
行
料
金
 
改
訂
料
金
 
実 
施 
時 
期 

三
十
ー
ハ
 

リ
ッ
ト
ル
 

（
一
荷
）
 

ニ
ハ
。
円
 

」
6
。
円
 

五
十
六
年
 

十
月
一
日
 

◇
 

以
上
の
よ
う
な
事
情
を
ご
理
解
く
 

だ
さ
い
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
 

し
あ
げ
ま
す
。
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v

ー
 

田
川
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員
 

採
用
試
験
案
内
 

H
 
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
員
 

消
防
吏
員
、
若
干
名
 

口
 
受
験
資
格
 

囚
 
昭
和
三
十
ニ
年
四
月
一
日
か
ら
 

昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
男
子
 

同
 
田
川
郡
、
市
に
昭
和
五
十
六
年
 

十
月
一
日
現
在
居
住
し
て
い
る
者
、
 

ま
た
は
修
学
の
た
め
に
転
居
し
て
い
 

る
者
。
 

回
 
体
力
健
全
で
身
長
一
五
五
セ
ン
 

チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
 

ム
、
胸
囲
は
身
長
の
二
分
の
一
、
視
 

力
〇
・
七
以
上
で
色
力
完
全
な
者
、
 

ほ

 

た
だ
し
視
力
〇
・

三
以
上
の
者
で
矯
 

正
視
カ
一
・
O

以
上
の
者
は
こ
の
限
 

り
で
な
い
。
 

回
 
聴
力
は
ニ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
 

低
語
が
聴
収
で
き
る
者
 

国
 
言
語
明
瞭
で
十
分
発
生
に
耐
え
 

る
者
 

日
 
試
験
の
方
法
 

第
一
次
試
験
 

囚
 

日
時
 

十
月
二
＋
五
日
 

八
時
 

三
〇
分
か
ら
 

同
 
場
所
 

田
川
市
立
中
央
中
学
校
 

回
 
方
法
 
福
岡
県
消
防
束
員
試
験
 

委
員
会
に
委
託
す
る
。
 

回
 
科
目
 

＠
 
筆
記
試
験
、
論
文
、
社
会
常
識
 

数
学
、
理
科
、
国
語
 

⑨
 
体
力
測
定
 

※
 

ホ
ー
ス
搬
送
、
消
防
ホ
ー
ス
ー
 

本
を
か
つ
い
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
 

早
駆
に
耐
え
る
こ
と
。
 

※
 
握
力
、
左
右
と
も
三
十
五
キ
ロ
 

グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

※
 

け
ん
す
い
、
鉄
棒
け
ん
す
い
四
 

回
以
上
耐
え
る
こ
と
。
 

四
 
受
験
手
続
 

囚
 
受
験
手
続
き
に
必
要
な
書
類
 

o
受
験
申
込
書
 

o
健
康
診
断
書
 

同
 
申
込
書
提
出
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
 

※
 
申
込
書
は
、
田
川
地
区
消
防
本
 

部
総
務
課
庶
務
係
、
金
田
分
署
に
用
 

意
し
て
い
ま
す
。
 

回
 
受
付
期
間
 

昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
（
木
）
 

か
ら
十
月
十
四
日
（
水
）
ま
で
 

回
 
受
付
時
間
 

平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
 

ま
で
と
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

回
 
当
日
必
要
な
も
の
 

o
鉛
筆
、
下
敷
、
消
ゴ
ム
、
ト
レ
 

ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
、
運
動
靴
、
 

ス
リ
ッ
パ
、
弁
当
 

昭
和
五
十
六
年
度
二
等
陸
海
空
士
及
び
大
学
、
 

高
校
卒
業
者
（
見
込
）
対
象
、
防
衛
大
学
校
 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
の
募
集
案
内
 

一
、
自
衛
官
 

一
一
等
陸
海
空
士
 

＠
資
格
 

年
令
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
 

⑨
受
付
期
間
 

男
子
 

常
時
（
高
校
卒
業
見
込
 

者
は
十
月
一
日
以
降
）
 

．
婦
人
 

十
月
一
日
、
十
月
二
〇
 

日
 

＠
試
験
日
（
試
験
場
）
 

男
子
 

受
付
時
に
指
定
 

婦
人
 

十
月
二
十
七
日
（
福
岡
 

駐
と
ん
地
）
 

幹
部
候
補
生
 

⑨
資
格
 

男
子
 

二
十
六
歳
未
満
 

婦
人
 

大
学
卒
業
者
（
見
込
）
 

⑥
受
付
期
間
 

十
月
一
日
、
十
月
三
十
一
日
 

＠
試
験
日
（
試
験
場
）
 

男
子
 

十
一
月
十
日
、
十
一
日
 

（
福
岡
市
水
城
学
園
）
 

女
子
 

十
一
月
十
日
（
福
岡
市
 

水
城
学
園
）
 

看
護
学
生
 

⑥
資
格
 

高
校
卒
業
者
（
見
込
）
 

＠
受
付
期
間
 

十
月
一
日
、
十
一
月
七
日
 

⑥
試
験
日
（
試
験
場
）
 

十
一
月
十
二
日
（
福
岡
駐
と
ん
地
）
 

ニ
、
大
学
校
 

防
衛
大
学
学
生
 

⑥
資
格
 

高
校
卒
業
者
（
見
込
）
 

＠
受
付
期
間
 

十
月
一
日
、
＋
月
二
十
四
日
）
 

⑨
試
験
日
（
十
一
月
二
、
三
日
 
飯
 

塚
市
総
合
会
館
）
 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

原
稿
募
集
に
つ
い
て
 

編
集
部
で
は
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
、
和
 

歌
、
随
筆
、
そ
の
他
、
ど
し
ど
し
お
寄
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
広
報
に
対
す
る
意
見
（
こ
う
い
 

う
企
画
を
と
り
あ
げ
て
ほ
し
い
）
、
そ
 

の
他
地
域
の
ニ
 
ュ
ー
ス
な
ど
を
お
知
ら
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
だ
け
の
広
報
紙
 

で
は
な
く
、
町
民
参
 

加
の
広
報
紙
づ
く
り
 

を
し
て
行
き
た
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

《
編
集
部
 
総
務
課
 

住
民
相
談
室
》
 

報
 

広 

ほうじょ 
(127号） 

⑥
資
格
 

高
校
卒
業
者
（
見
込
）
 

＠
受
付
期
間
 

十
月
一
日
、
十
月
ニ
十
四
日
 

⑥
試
験
日
（
試
験
場
）
 

十
一
月
七
、
八
日
（
前
川
原
駐
と
 

ん
地
）
 

三
、
願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
 

役
場
総
務
課
、
ま
た
は
飯
塚
募
集
事
 

務
局
（
飯
塚
市
横
田
八
二
〇
 
電
話
 

〇
九
四
八
二
 

口
 

四
八
四
七
）
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香
 
典
 
返
 
し
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
次
の
 

か
た
が
た
か
ら
、
方
城
町
長
寿
会
に
高
 

額
な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
 

長
寿
会
の
た
め
最
も
有
意
義
 
活
用
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
長
永
末
義
雄
 

一
、
後
谷
 
赤
木
久
司
 

一
、
中
原
 
高
畑
義
紀
 

（
敬
称
略
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
吉
岡
 

利
子
様
（
犬
星
）
か
ら
犬
星
長
寿
会
に
 

高
額
な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
 

長
寿
会
の
た
め
最
も
有
意
義
に
活
用
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

犬
星
長
寿
会
 

・つ 

昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
発
行
 

発
 
行
 
方

城

町

役

 

編
 
集
 
総
 

務
 

課場 

印
 
刷

協

 
和
 
印
 

刷
 


